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国際交流で知るわが国の交通心理学の課題











































































































































































(3)口頭発表 (31) :1.運転の社会心理学 (4)/2.運転者支援方策 (3)/3.運
転行動の認知的側面 (3)/4.運転者の条件 (3)/5.輸送機関利用に関する心理
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附記 本稿は新潟心理学会第38回大会(2002年3月23日開催)で行った小講演に加筆 したものである｡
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